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情
熱
＝
向
上
心
。
今
年
の
年
頭
に
あ
た
り
自
ら
の
神
明

奉
仕
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
定
め
た
▼
日
本
の
サ
ッ
カ
ー

界
に
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
だ
イ
タ
リ
ア
Ａ
Ｃ
ミ
ラ
ン
所
属

の
本
田
圭
介
選
手
の
コ
メ
ン
ト
は
常
に
有
意
義
で
あ
り

若
い
人
た
ち
に
も
良
き
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
す
が
に

そ
の
道
を
極
め
よ
う
と
す
る
人
は
絶
妙
な
言
葉
を
選
び

そ
の
奥
に
は
秘
め
た
る
志
が
見
え
る
▼
試
合
に
負
け
た
時

の
敗
因
の
理
由
と
し
て

｢

た
だ
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
に
対
す

る
情
熱
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
で
す｣

と
答
え
て
そ
の
場

を
立
ち
去
る
。
本
田
選
手
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は

自
分
が
課
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
只
管
に
努
力
を
積
み
重

ね
る
こ
と

｢

準
備
が
す
べ
て｣

と
い
う
こ
と
だ
▼
ま
さ
に

そ
れ
は
我
々
神
職
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
、
祭
祀
の
厳

修
に
お
い
て
最
も
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
準
備
に
最
善
を
尽

く
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
自
ら
の
信
仰
心
と
熱

い
思
い
が
あ
る
か
は
祭
典
を
奉
仕
す
る
神
職
一
人
ひ
と
り

の
作
法
・
姿
勢
に
は
っ
き
り
と
現
れ
る
。
速
や
か
な
作
法

は
必
要
で
あ
る
が
慣
れ
に
負
け
て
は
な
ら
な
い
。
祭
式
作

法
は
神
様
に
対
す
る
敬
意
の
表
現
で
あ
り
、
笏
を
持
ち
た

る
時
の
角
度
は
常
に
垂
直
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｢

笏

は
己
の
心
を
正
す
定
規
な
り｣

▼
我
々
は
何
歳
に
な
っ
て

も
情
熱
＝
向
上
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

ち
ょ
う
ど
二
十
六
年
前
に
寒
川
神
社
に
奉
職
し
た
頃
を
思

い
、
今
改
め
て
基
本
に
立
ち
返
り
神
明
奉
仕
に
励
む
所
存

で
あ
る
。

(

長
倉
基
博)
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二
月
十
一
日
、
我
が
国
の
建

国
を
祝
い
、
神
武
天
皇
が
大
和

橿
原
宮
に
て
御
即
位
さ
れ
て
よ

り
悠
久
二
六
七
四
年
に
わ
た
り

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
皇

室
の
弥
栄
と
、
国
家
の
安
泰
・

繁
栄
を
祈
願
す
る
紀
元
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
は
参
集
殿
に
お

い
て
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
、
神

武
天
皇
を
お
祀
り
す
る
橿
原
神

宮
を
遥
拝
、
国
歌

｢

君
が
代｣

の
斉
唱
、
奉
祝
歌

｢

紀
元
節｣

の
奉
唱
、
聖
寿
万
歳
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
嘉
日
に
併
せ
平
成
二
十

五
年
度
顕
彰
式
も
開
催
さ
れ
当

神
社
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂

い
た
方
々
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。
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れ
、
海
の
幸
、
山
の
幸
を
お
供

え
し
、
五
穀
豊
穣
・
国
家
安
泰

を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

祭
事
の
中
で
は
特
殊
神
事
で

あ
る｢

田
打
舞
神
事｣

が
社
人
・

神
職
に
よ
り
奉
納
さ
れ
、
白
尉

と
黒
尉
の
二
名
の
翁
が
、
田
の

土
な
ら
し
か
ら
稲
の
収
穫
ま
で

の
一
連
の
農
作
業
を
模
倣
し
た

農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
祈

請
す
る
祈
年
祭
が
二
月
十
七
日

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
祭
典
二
日
前
の
記

録
的
な
大
雪
に
よ
り
、
境
内
の

至
る
所
に
雪
が
残
る
中
で
の
斎

行
と
な
り
ま
し
た
が
、
責
任
役

員
、
総
代
、
氏
子
崇
敬
者
を
始

め
、
生
産
組
合
長
皆
々
参
列
さ

姿
を
、
鎌
や
鍬
等
の
道
具
を
使

い
、
地
謡
や
楽
に
合
わ
せ
て
舞

い
踊
り
、
五
穀
豊
年
を
予
祝
致

し
ま
し
た
。
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立
春
前
日
の
二
月
三
日
、
節

分
祭
が
賑
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
約
二
百
名
の
年
男
年

女
の
皆
様
が
拝
殿
に
て
追
儺
板

を
威
勢
よ
く
打
ち
鳴
ら
し
、｢
福

は
内｣

｢

鬼
は
外｣

と
の
大
き

な
掛
け
声
と
共
に
豆
撒
き
を
行

い
こ
の
年
の
邪
気
災
厄
を
追
い

祓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
外
庭
に
設
け

ら
れ
た
特
設
櫓
よ
り
多
く
の
福

豆
が
撒
か
れ
、
境
内
は
福
を
招

き
込
も
う
と
訪
れ
た
約
四
千
三

百
名
の
方
々
の
大
き
な
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

節
分
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
福

物
を
ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、
誌
上
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

横
溝
�
義

市
川
元
久

入
澤
一
三

中
島
啓
介

金
子

昭

大
川
静
男

皆
川
欽
一

大
門

㈱
湊

大
黒
屋

㈱
青
葉

㈱
阿
部

㈱
市
川

長
嶋
園

福
岡
園

豊
月
堂

諸
江
屋

㈱
秋
江

竹
見
商
店

露
木
生
花

戸
塚
米
店

根
岸
農
園

原
繁
酒
店

㈲
俵
田
屋

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
関
東
小
池

㈱
北
岡
本
店

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

熊
澤
酒
造
㈱

㈲
さ
が
み
や

�
橋
竹
材
店

さ
と
う
薬
品

㈲
寒
川
建
材

㈱
サ
ン
ユ
ー

そ
ば
処
佐
賀

㈲
田
中
写
真

中
島
鉄
工
所

㈲
丸
井
紙
店

百
崎
製
菓
㈱

㈲
青
木
商
事

鈴
信
運
送
㈱

松
井
建
設
㈱

青
山
大
寿
司

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
喜
久
屋
酒
店

さ
が
み
や
菓
舗

東
映
無
線
㈱

東
映
通
信
工
業
㈱

寒
川
町
商
工
会

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

㈱
テ
ッ
ク
企
画

㈲
並
木
工
務
店

御
刃
物
処
桝
屋

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

㈱
金
子
建
材
土
木

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
古
山
看
板
塗
装

㈲
ほ
り
む
ら
薬
局

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

長
嶋
福
だ
る
ま
物
産

�
�
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�
�
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�
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(

敬
称
略

順
不
同)

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

横
山
外
科
胃
腸
科
医
院

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

原
田
総
合
保
険
事
務
所

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

海
苔
で
健
康
推
進
委
員
会
関
東

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場
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明
治
の
初
め
頃
、
当
神
社
の

神
主
・
社
僧
と
し
て
神
勤
さ
れ

た
方
々
を
、
神
式
と
仏
式
に
て

慰
霊
す
る
合
同
祭
典
が
、
神
社

隣
り
の
興
全
寺
で
行
な
わ
れ
ま

す
。� 
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寒
川
神
社
周
辺
に
て
、
神
式

に
よ
る
先
祖
祭
祀
を
し
て
い
る

家
々
で
組
織
さ
れ
た｢

御
祖
講｣

の
春
季
霊
祭
と
、
新
た
な
御
霊

を
合
わ
せ
ま
つ
る
合
祀
祭
が

講
員
多
数
参
列
の
も
と
行
な
わ

れ
ま
す
。
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�
�

新
年
度
を
迎
え
る
に
当
り

宮
山
地
区
の
神
社
総
代
を
始
め

自
治
会
長
・
町
内
会
長
・
生
産

組
合
長
な
ど
の
各
役
員
が
参
列

し
、
新
旧
役
員
の
交
替
を
御
神

前
に
ご
奉
告
い
た
し
ま
す
。

�
�

�
�

�

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

子
供
達
の
作
品
を
展
示
し
、
健

や
か
な
成
長
を
祈
る
図
画
展
を

開
催
致
し
ま
す
。

子
供
達
が
描
く
個
性
豊
か
な

作
品
を
ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
下

さ
い
。

�

�
�

�

四
月
一
日(

火)

〜
十
日(

木)

�

�
�

�

寒
川
神
社
回
廊

�

�
�

�

寒
川
さ
く
ら
幼
稚
園

倉
見
幼
稚
園

一
之
宮
相
和
幼
稚
園
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月
次
祭
に
参
列
さ
れ
て
い
る

方
々
の
ご
縁
を
よ
り
深
め
て
頂

こ
う
と
、
本
年
も
二
月
一
日
の

月
次
祭
執
行
後
に
朝
粥
の
会
を

催
し
、
追
儺
祭
で
振
舞
わ
れ
る

｢

豚
ぞ
う
す
い｣

を
食
べ
な
が

ら
親
交
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た

寒
川
神
社
で
は
毎
月
一
日
に

月
次
祭
を
執
行
し
、
国
の
隆
昌

と
皆
様
方
の
弥
栄
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
せ
の
上
、
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

�
〇
四
六
七－

七
五－
〇
〇
〇
四

お
つ
い
た
ち
参
り
係
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�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

少
年
館
で
は
、
毎
月
一
回
俳

句
講
座
を
開
き
季
節
毎
の
季
題

を
先
生
よ
り
頂
い
て
、
自
分
達

が
日
頃
見
た
り
感
じ
た
り
し
た

こ
と
を
十
七
文
字
に
ま
と
め
て

俳
句
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
句
を
、
毎
月

｢

読

売
新
聞
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
俳
句｣

に
投
句
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
他
に

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大

会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部｣

に
も
毎
年

投
句
し
て
お
り
、
今
回
館
生
三

名
の
句
が
見
事
入
選
し
ま
し
た

全
国
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園

か
ら
三
八
、
四
三
四
句
が
寄
せ

ら
れ
、
一
、
一
四
〇
句
が
入
選

と
い
う
僅
か
三
％
の
厳
選
の
中

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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$
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%

去
る
二
月
十
一
日
の
建
国
記

念
の
日
に
、
海
老
名
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
神
奈
川
県

詩
吟
文
化
連
盟
主
催
に
よ
る
第

四
十
一
回
県
民
吟
道
大
会
に
お

い
て
、
当
館
よ
り
五
名
の
館
生

が
出
場
し
、
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
は
青
少
年
の
部
で
は
な

く
一
般
の
部
で
二
十
組
の
大
人

達
に
混
じ
っ
て
、
小
さ
な
身
体

全
体
か
ら
声
を
し
ぼ
り
大
舞
台

で
堂
々
と

｢

富
士
山｣

を
吟
じ

ま
し
た
。
こ
の
館
生
の
活
躍
に

対
し
、
館
長
か
ら
も
特
別
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
評
さ

れ
た
こ
と
で
、
こ
ど
も
達
の
大

き
な
自
信
と
な
り
、
今
後
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出
場
者
は
次
の
館
生

四
年
生

上

島

萌

永

五
年
生

岸

本

一

美

六
年
生

秋
田
谷

あ
ゆ
な

六
年
生

青

木

実

香

六
年
生

久
志
本

奏

菜

���
���

���
���

�� �
�� �

�� �
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平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日(

木)

午
後
二
時
〜
三
時



�



寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)

	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

�
!

総
看
護
師
長

安

藤

る
り
子

"
#
�

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院

�
�

�
�
�
�

�

�
�

�

�
井

博

録
事
を
命
ず
る

小
野
寺
美
夫

用
務
員
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日

�
	



�

�
�

�

巫

女

荒
金

優
奈

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

用
務
員

新
垣

盛
仁

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

�
�
�
�

�

介
護
福
祉
士

高
橋

宏
二

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

で
も
粘
膜
が
裂
け
て
し
ま
い
出
血

す
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

｢

マ
ロ
リ
ー
ワ
イ
ス
症
候
群｣

と

い
わ
れ
、
吐
血
を
症
状
と
す
る
た

め
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
重
篤
に
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
二
つ

食
道
が
ん
と
食
道
静
脈
瘤
か
ら
の

出
血
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出

血
は
緊
急
に
処
置
を
施
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
従
っ
て

あ
ら
か
じ
め
手
術
が
困
難
と
分
か
っ

て
い
る
進
行
食
道
が
ん
の
場
合
に

は

｢

ス
テ
ン
ト｣

と
い
う
筒
状
の

内
張
り
を
留
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
出
血
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
食
道
静
脈
瘤
は
肝
硬

変
に
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
肝
臓

病
の
あ
る
場
合
は
、
胃
カ
メ
ラ
を

行
い
仮
に
食
道
静
脈
瘤
を
認
め
た

な
ら
ば
出
血
予
防
の
た
め
の
処
置

を
行
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
処
置
も

胃
カ
メ
ラ
を
用
い
て
比
較
的
簡
単

に
行
え
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
回
で
４
回
に
わ
た
っ

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

｢

食

道
の
病
気｣

シ
リ
ー
ズ
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
事
な
こ

と
は
食
道
の
ほ
と
ん
ど
の
病
気
は

定
期
的
に
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
る
こ

と
で
大
事
に
至
ら
ず
に
済
む
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

｢

胃
の
病
気｣

の

早
期
発
見
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

今
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
食
道

の
構
造
や
代
表
的
な
病
気(

悪
性
・

良
性)

に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
食
道
の
病
気
の
中

で
も
緊
急
を
要
す
る
病
気

(

救
急

疾
患)

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、｢

食
道
の
病
気｣

シ

リ
ー
ズ
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
強
い
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
と
き
に

｢

胃
に
穴
が

開
く｣

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

食
道
は
ス
ト
レ
ス
で
穴
が
開
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嘔
吐
し
た

と
き
に
穴
が
開
く
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。
こ
れ
は
、｢

特
発
性
食
道

破
裂｣

と
い
わ
れ
る
病
気
で
、
素

早
く
診
断
・
治
療
し
な
い
と
生
命

に
関
わ
る
病
気
で
す
。
40－

50
歳

台
に
多
く
、
以
前
は
典
型
例
と
し

て

｢

飲
酒
後
に
嘔
吐
し
た
際
、
急

に
胸
痛
や
呼
吸
困
難
が
生
じ
た
場

合
に
は
特
発
性
食
道
破
裂
を
疑
え｣

と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
教
科
書
に

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
病
気

は
嘔
吐
し
た
時
に
食
道
の
下
部

(
胃
に
近
い
部
位)

に
圧
が
か
か

り
裂
け
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。
そ
し
て
裂
け
た
穴
か
ら
食

物
残
渣
や
胃
酸
が
胸
の
中
に
漏
れ

出
て
前
述
し
た
よ
う
な
症
状
が
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
治
療
に
関
し

て
は
保
存
治
療(

手
術
を
し
な
い)

と
手
術
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

保
存
治
療
の
適
応
は
胸
の
中
の
汚

染
が
限
局
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

ら
れ
、
手
術
の
適
応
は
食
物
残
渣

で
汚
染
が
胸
の
中
に
広
が
っ
て
い

る
場
合
に
な
り
ま
す
。
胸
の
中
の

汚
染
状
況
は
Ｃ
Ｔ
検
査
や
食
道
造

影
検
査
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
検
査
に
よ
っ
て
病
状
を
早

急
に
診
断
し
な
い
と
胸
の
中
の
汚

染
が
重
篤
化
し
、
手
術
を
行
っ
て

も
救
命
で
き
な
い
可
能
性
も
出
て

き
ま
す
。

次
に
お
話
す
る
食
道
の
救
急
疾

患
は

｢

出
血｣

で
す
。
先
ほ
ど
お

話
し
た
特
発
性
食
道
破
裂
の
典
型

例
に
似
て
い
ま
す
が
、
嘔
吐
に
よ

り
食
道
に
穴
ま
で
は
開
か
な
い
ま
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木
の
芽
時
を
迎
え

桃
の
花
香
り

佐
保
姫
も
や
さ

し
く
微
笑
み
輝
く
。
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
本
年
も

い
よ
い
よ
春
到
来
。

����
����
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月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
弥

生
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客
殿
の
御
祈
祷
受
付
処
に
飾
ら
れ

て
い
る
大
倉
眞
澄
氏
揮
毫
の
書
画

大
勢
の
方
が
こ
の
前
で
写
真
を
撮

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
婦
人
は

｢

主
人
に
先
立
た
れ
沈
ん
で
い
た

が
こ
の
言
葉
に
救
わ
れ
た
。
元
気

づ
け
ら
れ
勇
気
が
湧
い
た｣

と
私

た
ち
に
語
り
か
け
ら
れ
ま
し
た

�ご
利
益
は
信
じ
る
者
の
心
に
宿

る
�
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

(

尚)

細
布
を
彩
り
合
せ
小
袋
に
作
る
楽
し
み
吾
の
生
き
が
い

川
島
惠
美
子

公
園
に
糸
を
操
る
親
子
居
て
上
る
凧
あ
り
落
ち
る
凧
あ
り

天
利

春
枝

夕
空
の
晴
れ
て
ひ
と
日
の
茜
雲
雀
む
く
鳥
ね
ぐ
ら
に
帰
る

三
留
と
く
子

数
秒
を
湖
面
に
あ
り
し
か
は
せ
み
の
背
の
緑
が
風
に
残
れ
り

堀
江

照
子

富
士
の
峰
に
初
日
輝
き
朱
に
染
ま
る
思
わ
ず
手
合
わ
せ
て
一
年
祈
る

宮
治
友
美
枝

初
春
の
日
の
出
穏
や
か
前
向
き
に
心
新
た
に
歩
ま
ん
と
思
う

徳
江

道
子

さ
わ
や
か
な
香
り
の
湯
気
に
つ
つ
ま
れ
て
今
宵
冬
至
の
柚
子
湯
の
親
し

宇
田
川
時
子

元
旦
に
家
族
そ
ろ
い
て
せ
ち
料
理
屠と

蘇そ

で
乾
杯
良
き
年
で
あ
れ

土
屋
ト
ミ
子

穏
や
か
な
新
た
な
る
年
迎
え
た
り

急
が
ず
一
歩
ず
つ
を
進
も
う

浜
田

寿
子

大
晦
日
お
陰
様
で
と
手
を
合
わ
す
神
社
に
流
る
る
静
か
な
空
気

山
口

幸
子

｢

い
つ
や
る
の｣

そ
れ
は
今
で
し
ょ
の
流
行
語
八
十
路
を
後
押
し

｢

遅
す
ぎ
な
い
よ｣

山
根
喜
美
代

煤
払
い
途
中
で
ピ
ア
ノ
布
外
し
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
を
密
か
に
叩
く

亀
山

文
子

大
い
な
る
誤
算
と
気
付
く
も
遅
か
り
き
靖
国
参
拝
外
交
の
棘

安
藤

慧

シ
ク
ラ
メ
ン
真
赤
な
花
の
咲
き
つ
ぎ
て
篝
火
の
如
あ
た
り
を
照
ら
す

岡
元

芳
子

庭
隅
に
は
つ
か
に
萌
ゆ
る
は
こ
べ
ら
の
緑
も
添
へ
る
七
草
の
粥

杉
本

照
世

黄
ば
み
た
る
尺
余
の
魚
拓
竹
葉
忌

飛
石

槿
花

竹
葉
忌
形
見
の
服
の
弗
紙
幣

根
岸

君
子

梅
林
の
暮
れ
て
瀬
音
の
残
り
け
り

金
指

月
光

老
梅
の
匂
い
豊
か
な
小
児
科
医

四
ッ
車
梢
月

間
を
お
い
て
返
る
こ
だ
ま
や
冴
返
る

金
子

つ
ぢ

と
き
に
ま
た
沈
黙
も
よ
し
蟹
を
喰
ふ

岩
田
美
代
子

藁
を
着
て
里
子
の
や
う
な
寒
牡
丹

山
本

朝
子

日
当
れ
ば
少
し
泣
き
べ
そ
雪
だ
る
ま

松
本
美
智
子

竹
葉
忌
名
句
に
詠
み
し
梅
の
寺

倉
谷

節
子

如
月
や
家
の
ど
こ
か
で
軋
む
音

宮
入

つ
る

風
花
や
放
置
自
転
車
駅
前
に

伊
藤

公
一

子
ら
は
皆
選
び
て
通
る
雪
溜
り

竹
村
真
砂
美

空
っ
ぽ
の
豚
舎
の
裏
の
蕗
の
薹と

う

菅
沼
う
め
の

焼
香
の
や
う
に
種
蒔
く
鉢
ご
と
に

芹
澤

徳
光

晩
年
を
母
に
か
さ
ね
し
日
向
ぼ
こ

浦
野

房
子

雪
の
日
は
こ
れ
と
決
め
を
り
鍋
料
理

菅
沼

保
幸

竹
葉
忌
耳
に
の
こ
れ
る
浪
花
節

皆
川
志
ん
ご

天
城
か
ら
河
津
桜
へ
花
の
旅

原
野

楽
天

麦
踏
や
後
ろ
手
に
組
み
横
歩
き

天
沼

子
平


